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K2CuxZn卜 xF4 系の高周波帯磁率
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本 魂 洲

擬二次元強磁性体 K2CuF4の磁性イオンCu2+を非磁性イオンZn2十で希釈 した系K2

CuxZnl_xF4の高周波帯磁率 (x(W))測定による磁性研究を行っている｡

測定にはScheringBridgeを用い,同軸終端を短絡 したものをcavityとして用いた｡従

って,用いられた試料は トロイダル型で,高周波磁界は円形磁界であるので,反磁場補

正が不必要にな り,この補正の際の誤差がなくな り, I(a))の詳細な周波数依存性が得

やすくなる｡これが,この方法の利点であ り特徴である1)｡以下,実験結果を示す｡

1) K2CuF｡:単結晶試料 をC軸が軸であるような トロイダルに形成 し, 1MHz-

250MHzの周波数領域でX(a,)を測定した. Tc以上では, e(-(TITc)/Tc)≧

1×10~3の温度領域で第 1図に示す様に完全な単分散であることが明らかになった｡

この事実は,先の西川2) の理論的な予測,即ち,`̀Tc近傍でスピン運動方程式中の非

線型項により,緩和過程が単分散より多分散に変る", となる結果である｡結果の解析

より静帯磁率 xo及び緩和時間 Tを求め,これ等の臨界指数 γ及び△を第 1表の様に得

た｡比較のために3次元強磁性体 EuSの値も示 してお く｡また,過去の理論計算3)･4)

の結果を第 2表に示す｡

2) K2CuxZnトXF4系｡この系列では我々は ∬-0･95,0･9,0･8,0･6の試料を作

製したが大きな結晶は得 られなかったので,粉末試料のX(W)を示した｡総ての試料の

分散周波数は100MHz-500MHzの領域にあり完全なcole-Coleプロットは, 得 られ

なかったoしかし第 2図にK2Cuo,9Zno.1f'4の結果を例示してあるが,総ての試料で,

ほぼ単分散であることが明らかになった｡先に我々は不均質試料のTc近傍のCole-Cole

プロットの不均質度依存性 を研究した5)｡この結果を参照すると,試料はほぼ均質であ

ると考えられる｡この系においては ての発散は,K2Cufl｡に比して非常に弱 く, ∬が
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ランダムスピン系の相転移

が 1.0-0.8の範囲では,γはほぼ 1.30± 0･3で変化せず,Tcの濃度依存は Tc∝

(23-1)TcK2CuF4 の関係式で説明されるo pcは-0･5と予想 されるo これ らの結

果は第 3表に示 してお く｡
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第 1表 臨界指数

xo α ∈~Y

T tEC

Y

-A

A A/Y

EuS 1.41 1.26 0.89

Ⅹ 2CuF4 1･28 1･08 0･85

第 2表 理論計算の結果

A/y

S.V.Haleev 0.50

G.a.Teitelbaum 1.02

第 3表 KZCuxZnl_xF｡の Tcおよび γ

Tc y

Ⅹ2CuF4 6.25 1.28

x2Cuo.95Zno.05F4 5･7 1･30

x2Cuo.9Zno.1㌔ 4･9 1･32

x2Cuo.8Zno.2㌔ 3･8 1･31
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第 1図 K2CuF4の Tc近傍における
Cole-Coleプロッ ト

10 102 103

第 2図 K2Cuo.9Zno.1F4のTc近傍における

x ′,x′′の周波数依存性
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